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である J (p. 9) というようにこの著作全体の課題が呈示される。そして，先学の研究の検討
をつうじて、乙の計画の立案の契機を分析する際の視角として，①植民地内の要因，②日本帝
国主義の要請，を提起している。
前半の 2 つの章は立案の契機の解明にあてられている。第 1 章「朝鮮総督府の農業政策と
『産米増殖計画JJ は、さきの①の視角からの考察である。 1910年から 18年にかけての「土地調
査事業」などと並行的に行われた 10年代の総督府農業政策は「朝鮮内での食糧自給とともに，

































輸移出とにほぼ均等に振り向ける計画であったが， 1920年代前半以降朝鮮人 1 人当たりの米消
費量がかえって減少しているにもかかわらず、『更新計画』では増収分約 822 万石のうち 6 割
以上にのぼる約 500 万石を移出に向けようとしたことに端的にあらわれている J ( pp. 87 -88 ) 
と。

































































































異論がないけれども，ただ 13. 1 独立運動J (1919年 3 月)と「産米増殖計画」とのつながり
については少し議論の余地があるように思われる。これまでの研究においても，この独立運動
を「計画」の重要な契機として位置づけてきたし，本書においてもそうである (p. 33以下)。
しかしながら，本書の別のところ(とくに pp. 30-31) で示されているように，「言十画」はそ
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れ以前から練られつつあった。したがって，「言十画」樹立の直接のきっかけとして独立運動を
位置づけるのは困難であり，むしろこの事態によっていっそう「計画」実施の必要性が痛惑さ
れたという意味での促進要因として考えるべきであると思われる(実際，独立運動終息の後，
ただちに15年にもおよぶ「計画」がつくられたとするのは短絡的な見方であろう)。
また，農民層分解の要因についてもいくつかの点を指摘しておきたい。まず， 1920年代の米
価を著者が一貫して高米価だったとしている乙とである。けれども，やや詳しくみるならば，
20年代後半はむしろ第 1 次世界大戦期の米価高騰の反動としての低落期と考えるべきであろう。
そして，比較的高米価のときに「更新計画」も立案されたわけであるが，そのことは土地改良
事業の採算基準の 1 つである米価についてかなり楽観的な姿勢をとることになった。かくして，
その後の米価低落 (30年代に入っていっそう激落する)は事業の収益性を脅かすものとなった
ように思われる。要するに， 1925年は20年以来の高米価の年であって，このときに高米価を前
提として大々的に「更新計画」を打ち出し推進していったところに事態を深刻化させた要因の
1 つがあったと評者はみるのだが，どうであろうか。
つぎに，途中で中止されたこの「計画」の成果については，だいたいにおいて本書の見解は
妥当であるとはいえ，ど乙を重視するかという問題は残されているように思われる。確かに米
の対日移出という面では予定を上回るものであったが，そのほかの点，とりわけ生産力上昇
(したがって生産コストの減少)にもとづく生産量の増大に関しては貧弱なものでしかなかっ
た。ほかにも取り上げるべきものはあろうが，これだけでもつぎのことがし可えよう。すなわち，
思うように生産コストは下がらない，だが販売価格は思った以上に下落する，乙の結果収益性
の低下が生じ，そのシワ寄せは生産関係からみて社会経済的弱者であった生産農民に向けられ
る，ということである。既述のように，本書では農民層分解の要因を20年代の特殊事情として
主に流通・金融面に求めているけれども，収益性からみた生産力の問題についてももう少しメ
スを入れてもよかったように思われる。いずれにしても，基本目的といった本質的問題以外に
ふ経済政策・開発政策としてみてもかなりズサンな側面をこの「計画」は含んでいたのでは
ないだろうか。
もし，乙れらの難点を「計画」がもっていたとするならば，植民地支配の社会的支柱と
なるべく期待されていたという新興地主層の育成についても，はたして所期のもくろみどおり
の成果を挙げたかどうか検討の余地が残ることとなろう。乙の乙とに関しては，植民地朝鮮で
はついに改良主義が民族運動の有力な一大勢力になりえなかったところに，ある程度示唆され
ていると評者は考える。
以上本書の紹介とともに若干の私なりの批評を行ってきたが，誤解があれば著者ならび読者
におわびしたい。研究活動がはてしないものだとするならば，本書によっても「朝鮮産米増殖
計画」のすべてが解明されたということはできないかもしれない。しかしながら，重ねて強調
しておかなくてはならないことは，多くの文献を渉猟した結果が示されるとともに大きく研究
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水準を引き上げたとみられる本書によって，あとに続く研究者はまことに堅固なベースキャン
プを得:る乙とができた，ということである。
(滋賀大学経済学部助教授)
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